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　上表の小遊星は雨曝眞によって中村要君が獲注した新天壌である．しかし，
其のうちの若干のものは，（他にもよくこうした例がある通り），後になって，
軌道計算の結果，既知の天寿であったことが知れたり，叉，僅かに数日の差
で漱米の観測者に磯見の先鞭をつけられたりしたものもあるのであるが，そ
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れでも爾淺りの或る天艦は，結局，中村君だけが唯一眞實の獲見者であった
ことが立華されて，確定的な番號も與へられ，命名橦も與へられる日が來る
～：二と㌧豫想され．る．
　1930年末から1931年初めへかけて，世界人一般の注意を惹v・た小遊星エロ
スは，やはiJ｝，中村要君が熱心に観測した一一人である．早くも1930年の十月
に同君はエロスの毛馬像を認め，其の後，光輝昨暁や，星斗の特異性にも注
意を怠らす，途に1931年一月中旬に至って，エロスの形歌が恒星欣でなくて，
むしろ連星歌であることを再見し，同年二月にはエロスの自輻する事實まで
も確認した功績は，流石，銃眼を武器として多年戦ぴ抜V・た技術の賜である
と感心させられる次第であるが，しかし，要君として見れば，此等の成績は
寧ろ副産物であって，始めからエロスのために計劃してみたプログラムは，
全世界の多くの赤道儀観測者に伍して，太陽親差の研究資料を獲るため，此
の星の精密位置を測微沢によって測る大事業であった・此の結果は，まだ未
整理のまNであるが，近V・うちに孕れは，整理されて，磯表される筈である．
　1929年五月9日頃皆既日蝕槻測のため，自分等と共に，京都附与大旨天文部
からの派遣隊の中に加はつて，はるばるスマトラ島まで出かけたことは，中
村要君の短かIO一一生涯を通じて，可なり特筆すべき事件であったことは言ふ
までも無い．此のスマトラ遠征は，實質に於いて，要君と自分とが計劃の全
部を行ったものであって，殊に同君は観測用諸器械の製作や設計から，往復
の大貨物の荷こしらへは言ふに及ばす，観測のプログラムまでも，立ち入っ
て働き卑し，叉，観測の結果に於いても，最も優秀な成績を畢げた偉：勲者で
あった．若し，同君が居なかったならば，大小二毫のコロナグラフに使用さ
れたレンズ等は言ふに及ばす，爲眞乾板の撰隅隅に於いても非常な不便を経
験しなければならなかったことと思はれる．實に，遠征の始めから終りまで，
重要な人物の一人であった．
　前後十籔舌触の天文生活中に，中村要君は實に多方面の経験をしたもので
あるが，職封に關する一切の技術も，亦，其のうちの重要な～つであった・
レンズの知識は言ふに及ばす，諸種の乾板について，叉，其れ等の暗室内に
於ける庭理について，年と共に其の技能を磨き上げ，最近年は，眞に玄人ら
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しい爲眞エキスパ1トとして，實に何所に押し出しても恥かしくなV・腕と自
信を持ってるた．前記した諸方面の天艦観測一例へば，月や，彗星や，小
遊星や，日食等，そのぽか，回心や，諸種の星野篇眞など，一皆此等が優
れた成績を獲たのは，同君の爲眞的技術が優れてみたことに乱するのである．
・最後に，中村要君の遺した最大点心は，何と言っても，かの誇らしい光學
晶の製作と，其れに關連する諸器械の設計や研究であった．ほんとうに，生
れつきの天文家らしくスクスクと延びて來た二君は，技術者として，やはり，
何のどよみや，無理も無く，全く自然に成長して來た人であった．同君は申
學の最上級の時，既にL一二望遠鏡■といふものを自作して，何等かの實用に
も供し，其れを無心にエンジョイしつN，友人にも薦めてみた．大壷に入っ
てからは，オトエ1製品5センチ・ファインダ1，ハイデ製の10セン．チ赤道
儀，ブラシや製の25センチ反射鏡，ザ1トリウス製の18センチ赤道儀などと
いふ順に，大土所有の大小望遠鏡を殆んど悉くマスタ1することに回心し，
途にはカルブ1作の32センチや，同33センチの反射鏡や，同じ46センチの望
遠鏡，更に又，クク製の30センチ大赤道儀に至るまで，あらゆる天文器械に
一通りの一眠，一通り以上の深い研究と経験を積んだのであって，此等の
：豊富な知識と興味が，1925年頃から，一輻して，光學品の自作へと向って稜
展したのは，誠に自然な開展であったと言ふべきである．1925年の三月何日
頃であったか，はげしい募働の兵役生活から大學へ蹄って來て未だ幾程もな
いと思ってみた頃の或る日，自分は，二君から，
　『先生，反射鏡を一つ磨き上げました．見て下さい1』
E言はれ，驚異と喜悦とにみちて，汚い工作揚の一隅へ案内されたことを今
も爾ほ畳えてみる．それからは全くのトントン拍子に，作られる鏡面の藪も
塘し，試験や整形の技術も，目に見えて進んだ・そして，1928年頃からは，
手磨きでなしに，簡輩な自作器械で，器械的に鏡面を研磨することtcもなり，
仕事の進みは一暦速やかつた．叉，1929年から，蓋物レンズの設計や製作に
も成功し，それも，間もなく，温品底のための15センチ玉や，自用のための
11センチ三重玉の如く，優れたものが，L何時の間にか出品上る「といふ程，
易々として生産された・最近には，改獲氏のために口径13センチの爲半玉を
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磨き終り，大きい責任を果したと，喜んでみる有様を見たのが本年の初夏の
頃であったが，一方に於いて，天文墓用のため，口径22センチとv・ふ大形の
題下玉を作るべく，既に1930年末頃から，苦心設計してみる様子が伺はれた・．
但し，此の22センチ玉は，最近，病勢の募るのを見て，一時中止するの止む
なきに至ったが，とにかく，一膿に著しV・技術の進展には，誰も驚かされた．
要君が死した今，其の机上に残された光論判研磨N6te約十冊は，前後七八年
に渡る此等の作業と其の成績に壊する一切の計え書として置かれてある．点
れを見ると，同君が自作の光長南は，
　　　　　パラボラ鏡が　　　　　　　総計　　　　　　　300面，
　　　　　卒面鏡　　　　 ク　　　　ユ0面，
　　　　　醤物レンズ　　　　　　〃　　　　　　40組，
であって，いかにも多量であることに驚かされる．
　こうした光學品の製作ばかりでなく，要君は，数年にわたって，大小種々
の望遠鏡を設計した．始めは普通の経緯式反射鏡から，漸次特種な極点望遠
鏡や，彗星捜索機や，爲誌面用の赤道儀にまで及び，大きさも，口径25セン
チ反射鏡や，15センチの眼覗望遠鏡に至るまでに進んだ．こんなわけで，自
分などは，人々に『もはや，わが日本にも中口径の望遠鏡は立派に出來るや
うになった』と話し得るに至ったのである。
　中村要君が天：文界に入ってから前後十幾年，上に記したやうな多方面の研
究や観測に，百パセント充實した學究生活をやって，しかも其の成績に於い
ては，普通の人の，二人荊や三入前の仕事をした有橡であった・と同時te，e
同君の仕事の中には，日本の天文學界に於いて全くの新分野であるものが少
なくなv・ことは驚嘆すべきである．例へば，火星面の観察や，天意寓眞術の
研究や，天文望遠鏡の構造に關する種々な研究など，爾それに，微光流星と呼
ばれる新種の天膿の認識など，皆，同君の貢献は大なるものである．それか
ら，分野は必ずしも新分野でなくても，同君の勤勉によって，量的に大量牧
獲を得たのは，例へば，攣光星や，小進星や，普通の流星など，此等は何れ
も今までに護表されたものは少なくて，未整理未護表の部分が非常に澤山残
』されて，今，花山天文i褻にある．前にも記した通り，之れは今後一雨年めう
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ちにでも，是非整理したいと思ふ．此の整理が完成して獲表されれば，1同君
の學三盛贋は，今までに撒倍するものとなることであろう．
　中村亡君は，腕の人であると同時に，（知る人は，よくよく知ってみるや
うに，）熟の人であり，叉，徳の人であった．誰でも，三十歳に満たない此の
一青年學徒に，會って，親しみと，なつかしみを永く有たない人はなかった
であろう．艦駆は堂々として，しすもう取りのやうにコ宇品でありながら，心
は誠にやさしく，デリケ1トな感情の持ち圭であった．此等のL人間として
の中村君「については，本誌別意にある多くの友人たちの寄稿文によって充
分に窺はれ．ると思ふ．
　友として，自分は永く交った。そして今は，もはや，肉親にも等しV・近し
さを感じてみた．只，しかし，二君は，どうした運命の悪戯か，世にも珍ら
しv・家庭上の携みを負ひ，それを，自分には言ふまでもなく，他の如何なる
人にも絶品に言はないで，どこまでも忌み績けたのであった．自分も，かね
てからそれと察してみたので，成るべぐは，其の忌みを共に負心する畳悟で，
話の糸口を求めたこともあったが，堅く決心したらしい同君は，最後の日ま
で憶1みを秘して，其のまN永久の族に立って了つた．
　要君の死因は，V・ろV・うな立証の人々から，いろいろに考へられるだけで，
果して，区点衰弱か，眼の魔疾か，家庭の悩みか，自己の行きづまりか，共
の他尚ほ我等の思ぴ及ばない種々のものがあったのかも知れなV・．自分には，
既に本年七月の頃から，要君の身邊には或る重大な事件が起ることが豫感さ
れたのであった．九月24日の午後，自分は長野縣の出張先きで，君の急死を
報ずる二通の電報を京都から受けたのであったが，其れを見て直ちに思った
ことは『いよいよ，やったか？！』といふことであった．決して軍なる驚きで
はなかった．
　要君に最後の決心をさせた直接原因は，九月18日，君の實の租母が死去さ
れたことであったと思はれる．長野縣から急ぎ蹄洛した自分の宅へ，次のや
うな一枚のハガキが來てるた．之れは，君か・ら自分に逸られた最後の便りで
ある．日附は24日であるが，實は少しく以前に遡るのではあるまいか？可な
りの落ち付きある文ではある．
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拝啓
小生組母＋八日夜心置く死去致し，小生療養上甚だ災されました・大回の方でお
かまひ下さらぬ様，御願申します・
　　　7・9・24・（スタンプの日付）　　　眞野中村　要
　山　本一　清様
中村要君が，v・よv・よの時の迫る九月24日の早曉を知りつs，自分へあて
S書いたと思はれる遺書の一部門下の如くである．
山本一清先生
　小生が長い間自分で不眠症で今に直る位に思って御知らせせず籔箇月も経て自
分の始末のつかぬ様にしてから申上げたことが全く失彊でしたし間違って居りま
す・自分では兄の死後絵りに大きな点画を與へられ敢然と戦ってきましたが途に
自らの膣を害し自分では急に直らない病氣の軽めに凡ゆる方面，勿論直るまで待
っても酷い様なものの其れは自分の事情として全く許されない事なのです．詳し
い事情は申しても私事でありますから止めておきたいと思ひます．小生は外観上
回り攣らないので百工な症状のやうに考へておいでだったかも知れませんが左様
ではなかったのです・小生が今回の方法をとる以外自分b立場が無い様に思はれ
ます．氣の小さい事は確かですが仕様がないのです・直りに貧弱な○○です・
　全く長》・傷心導き下さV・ました事を厚く戸々謝します・小生の研究室の物品は
何んか研究のために公開し，反射鏡其他の製作品は研究に御使用下さい・（中略）
　自分のやった仕事では，光學方面のものが最も大きいでせう．これは四五冊の
ノ1トに鏡の事が記してあります・0・G・も其の一つです・全く大きい仕事です
が，全く仕事をマスタ1してから髄の鐵に失敗に終りました．次の天交の仕事で
小遊星の方です・マiスも一つです・（下略）
　書きたい事はv・くらでもあるが，bろいうと，過去の事を思ひめぐらすと，
自分は，胸がせまって，筆が殆んど進まない．若くして學に志ざし，奮働力
行して一卜年ならざるうちに銑に學界の頂窯にまで近づいた彼れ，いよv・よ之
れから生涯の最も花々しい時代を迎えて，如何ほどの成果を畢げ，世界文化
の進展のため如何に大きい貢献をするであろうかと，知る者皆が期待してみ
た彼れ！此の俊才の花々しい生活の牛面に，實に稀代の悪運命が待ちかまへ
て，強健と見えた彼れの心身も，途には之れに堪えざらしめ，無惨にも倒れ
めた事を思ふと，悲哀を通り超えて，吾々の心は寧ろ憤激の情に燃ゆるを畳
える．（1932，11，1）
